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去る7月6日（火）、銀座6丁目に再開発事業を予定して
いる松坂屋さんと銀座街づくり会議の初めてのミーティ
ングが行われました。再開発は、6丁目の２ブロックを
またがる大変大きなもの。銀座6丁目のみならず、周辺

の通り、街区、また銀座全体に大きな影響をおよぼす開
発です。これからはお互いに連携を密にとりながら、話
し合いながらすすめていくことで一致しました。
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銀座６丁目再開発事業
　　　　　　についてのミーティング

　　　　　松坂屋は大正13年に銀座に出店した、銀座で最も古い百貨店。現在の建物は昭和39年に

建てられたもので耐震工事が必要です。そのことから松坂屋では周辺ビルとの再開発事業の考えが浮

上しました。銀座6丁目再開発地区の範囲は以下のとおりです。森ビルをコンサルとして、現在16

者の地権者とともに協議会をつくり、話し合いを続けています。ビルの高さ・形状、２ブロックの間

を通る区道の扱いなど、さまざまな情報が新聞などに出ていますが、まだ地権者との調整段階で、具

体的にどうするのか、コンセプトやプランは決まっていないのが実状とのことでした。銀座らしい、

銀座全体に活気をもたらす開発になってもらいたいものです。

　街の将来に関わる大きな問題ですから、銀座全体で関心をもちたいものです。
どしどし意見をお寄せ下さい。

■地区の範囲■
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